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1 道徳科の特質の理解

（ ）は中学校

道徳科の特質は、学校の教育活動全体を通じて行う道
徳教育の要として、道徳的価値についての理解を基に、
自己を見つめ、物事を（広い視野から）多面的・多角
的に考え、自己（人間として）の生き方についての自覚
を深める学習を通して道徳性を養うことである。

【小：解説ｐ８９、中：解説ｐ８８ 】

心の内なる力
（内面的資質）



1 道徳科の特質の理解

道徳教育の目標に基づき、よりよく生きるための基盤となる

道徳性を養うため、道徳的諸価値についての理解を基に、

自己 を見つめ、物事を（広い視野から）多面的・多角的に考え、

自己（人間として）の生き方についての考えを深める学習を通して、

道徳的な判断力、心情、 実践意欲と態度を育てる。

「特別の教科 道徳」（道徳科）の目標



1 道徳科の特質の理解

（１）扱う道徳的価値についての理解を図る （基盤）
（２）自己を見つめる
（３）物事を（広い視野から）多面的・多角的に考える （方法）
（４）自己（人間として）の生き方についての考えを深める

学習活動

道徳的判断力、道徳的心情、道徳的実践意欲、道徳的態度

道徳科の授業が成立するための機能（特質）



1 道徳科の特質の理解

導入 主題に対する興味・関心を高める 動機付けを図る

展
開

教材によって道徳的価値の理解を図る
道徳的価値の意味や大切さを理解する

道徳的価値を自分のこととして捉える

これまでの自分の状況を見つめ、課題を培う

終末 道徳的価値のよさを
心の中で温める 自己（人間）の生き方を考える

価値理解
他者理解
人間理解

自己理解

道徳科で求められる基本的な学習指導過程



1 道徳科の特質の理解

◆ソーシャルスキルトレーニングなどを用いて生活上の
スキルを獲得することが目的ではない。

※体験的活動を手段として活用することはある。
◆価値について知的な理解を図ることが目的ではない。

授業として行う道徳科は、児童生徒の実態に応じながら、
あくまでも道徳科の特質を踏まえて行われる必要がある。

障害のある児童・生徒に対する道徳科は



2 道徳科としての指導の実際

児童生徒の実態として道徳科の特質を踏まえた授業が
実施できる場合は、道徳科を設置して授業を行う。
その場合、下学年の内容項目や教材、個別のねらいなど
を扱うことも考慮する。

４・６年生児童 （Ａ Ｂ Ｃ Ｄ）
第３学年及び第４学年 Ａ－（３）「節度、節制」
内容「自分でできることは自分でやり、安全に気を付け、よ

く考えて行動し、節度のある生活をすること。」
教材「ゆうすけの朝」 ３年生教材

Ａ Ｂ Ｄ
「～しようとする心情」

Ｃ
「～しようとする判断力」

児童の実態によってねらいとする道徳性が異なる。



2 道徳科としての指導の実際



個に応じた指導案例

内容項目に
関する

個々の実態



重要！通常の学級での指導案とは様式が異なっている

個に応じたねらい

個に応じた
具体的な支援

2 道徳科としての指導の実際



個に応じた
具体的な支援

個に応じた
具体的な支援

個に応じた
評価の視点
（価値理解）

個に応じた
具体的な支援

個に応じた
評価の視点
（自己理解）

道徳的価値に関わる体験活動

2 道徳科としての指導の実際



2 道徳科としての指導の実際

ゲームをやっている。
ネット動画をみている。

導入：自分が夢中になっているものは何ですか。
やっているときは、どんな気持ちですか。



2 道徳科としての指導の実際
教材提示 視聴：教科書を読むことは難しいので教師が語る。

夜遅くまでゲームに
夢中なゆうすけ

朝寝坊したゆうすけ

お母さんに叱られる
ゆうすけ

図工のペットボトルを
忘れたゆうすけ



2 道徳科としての指導の実際

自分と同じと思った言動の個所に「あるあるマーク」を付ける。 内省①



2 道徳科としての指導の実際

◆発表が難しい児童に対しての
吹き出し型のワークシート

左のものには「あっ、そうだ！」
という言葉が示されており、
続けて考えやすくしている。

「いいかげんにしなさい」と言われたとき、ゲームを夢中になって
続けているゆうすけは、どんな気持ちだったでしょう。



2 道徳科としての指導の実際

子供たちの意見を確かめながら
類型化してまとめる。



2 道徳科としての指導の実際

個に応じた言葉かけなどの支援

朝の会の時、耳に何も入ってこなかったゆうすけは、どんなことを
考えていたでしょう。



2 道徳科としての指導の実際

個に応じた支援

はじめにホワイトボードで示し、意欲を高める。

ゲームを続けていたり、お母さんに勉強でつかうものを用意してもらっ
ていたりするゆうすけに、どうしたらよいかを教えてあげましょう。
（価値理解の発問）



2 道徳科としての指導の実際

ミニメガホンを使って教えたいことを言葉にする。 価値理解の工夫



2 道徳科としての指導の実際

さ
ん

カード提示

自分はゆうすけに教えてあげたいことができているかな。
振り返ってみよう。（自己を見つめる発問）



2 道徳科としての指導の実際

振り返りシートでの自己評価 内省②



2 道徳科としての指導の実際

「できていること」を発表しよう。
⇒自己肯定感を大切にする意図
※日常では注意されることが多い児童だからこその配慮



2 道徳科としての指導の実際

生活習慣として
・よくないこと・・青
・望ましいこと・・ピンク
※子供たちが考えて、
紙に書いたもの

子供たちが作った「はなまるすごろく」



2 道徳科としての指導の実際

水色は、子供たちから出てきた意見に基づき、生活態度での問題点が書かれている。

水色のところに着いた子供に「いつもどうかな。」と問い、発表させる。
できていなかったら数字分だけ戻る。⇒生活態度の見直し。内省③



2 道徳科としての指導の実際

子供たちの頑張りを
花丸マークを付けて
ほめる。



2 道徳科としての指導の実際

①児童の実態に応じた個別の指導を具体化していること。
②内容項目と教材は下学年のものを適用していること。
③指導案は、個別の配慮が可視化できると共に、道徳科
の特質を踏まえた学習指導過程となっていること。

④道徳的行為に関する体験的な学習（役割演技）が取り
入れられていること。⇒知的障害のある児童には特に有効

⑤場面絵、お面、ペットボトルなどの具体物を用意し、臨場感
を出そうとしていること。

高く評価したい点



2 道徳科としての指導の実際

⑥発表が難しい児童に対しては、吹き出しの形のワークシート
に書くようにしていること。

⑦教材の内容を自分のこととして捉えるために、主人公の言動
が自分と同じところに「あるあるマーク」を付けていること。

⇒内省（自己を見つめる）の第一段階
⑧価値理解に当たっては、「主人公に教えてあげよう」という問
いによって一人一人が的確に行えるようにしていること。

⑨ワークシートの項目に自己評価を行い、自分の課題に気付く
ようにしていること。 ⇒内省（自己を見つめる）の第二段階

⑩終末で「はなまるすごろく」の活動を取り入れ、ねらいとする
道徳的価値を体験的に学ぶ機会として位置付けていること。

⇒内省（自己を見つめる）の第三段階
⑪「自己を見つめる」機会を段階的に設定していること。



2 道徳科としての指導の実際

２・４・５・６年生

第３学年及び第４学年
「希望と勇気、努力と強い意志」
「自分のやるべき勉強や仕事をしっかり
と行うこと」
教材「一にち十ぷん」

Ａ Ｃ Ｇ 「実践意欲」
Ｂ Ｄ Ｅ Ｆ 「道徳的心情」

２・３・５年生

第１学年及び第２学年
「規則の尊重」
「約束やきまりを守り、みんなが使う物
を大切にすること」
教材「くろぶたのしっぱい」

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
「道徳的心情」

学習集団を小グループ化した場合は、実態に応じて、
それぞれに内容項目や教材などを設定する。
複数の特別支援学級の子供たちを一つに集めて同一の授業を行うことは
適切ではない。



2 道徳科としての指導の実際

グループを分けて道徳科を行っている事例

一にち十ぷん
くろぶたのしっぱい



3 道徳教育としての指導の実際

道徳教育は、教育基本法及び学校教育法に定められた教育の根

本精神に基づき、小学部においては、自己の生き方を考え、中学

部においては、人間としての生き方を考え、主体的な判断の下に行

動し、自立した人間として他者と共によりよく生きるための基盤となる

道徳性を養うことを目標とする。

道徳教育の目標（特別支援学校小・中学部学習指導要領 総則）

小学校・中学校学習指導要領も同様の趣旨



3 道徳教育としての指導の実際

生活単元学習
ＡＢＣ(３年生) ＤＥ(５年生)

Ａ 低「希望と勇気、努力と強い意志」（心情）
Ｂ 低「規則の尊重」（意欲）
Ｃ 低「希望と勇気、努力と強い意志」（心情）
Ｄ 低「友情、信頼」（態度）
Ｅ 中「勤労、公共の精神」（意欲）

道徳科としての授業展開において能力的に困難な実態が
ある場合は、教科や自立活動での指導、「各教科等を合せ
た指導」などを通して、道徳教育として道徳性を育む。

「合わせた指導」の場合は、道徳科の内容の一部に関連しながら道徳性の育
成を目指すが、道徳科の特質を踏まえた授業が行われているわけではない。
従って、実際には諸活動を通した道徳教育としての指導となる。



通常の学級との
交流を図り、
文房具用品の
注文を取って、
品物を届ける。



生活単元学習の
個別のねらい



各学習活動で関連する内容項目



本時での
生活単元学習の個別のねらい

本時での
個別の道徳性のねらい



生活単元学習の個別のねらい

個別の道徳性のねらい

個に応じた
具体的な支援

道徳教育の視点からの
個別の学習状況



3 道徳教育としての指導の実際



3 道徳教育としての指導の実際

①生活単元学習の本質的な在り方を捉えていること。

②単元指導計画の段階ごとに内容項目を位置付けていること。

③本時の指導に当たって、生活単元学習と内容項目に関連し
た道徳教育の個別のねらいが設定されていること。

④指導案では、個別の具体的配慮が構想されていること。

⑤指導において、道徳教育に基づく個別の評価の視点が位置
付けられていること。

高く評価したい点



4  道徳科と道徳教育を同時間に扱う指導の実際

児童・生徒の集団を見た場合に能力的な差異が著しい場合は、
グループを分け、一つのグループでは道徳科を行い、他のグルー
プでは「合わせた指導」などで道徳教育を実施する。

２・４・５年生

第１学年及び第２学年
「友情、信頼」
「友達と仲よくし、助け合うこと」
教材「わけっこしよう」 ２年生

Ａ Ｂ 「道徳的実践意欲」
Ｃ 「道徳的心情」

遊びの指導
（１・２・３・４・６年生）

Ｄ 低「友情、信頼」（道徳的心情）
Ｅ 低「友情、信頼」（道徳的心情）
Ｆ 低「友情、信頼」（道徳的態度）
Ｇ 低「友情、信頼」（道徳的心情）
Ｈ 低「友情、信頼」（道徳的心情）
Ｉ 低「友情、信頼」（道徳的態度）



4  道徳科と道徳教育を同時間に扱う指導の実際

① 初めは全員であいさつし、
学習の流れを確かめる。



4  道徳科と道徳教育を同時間に扱う指導の実際

② グループに分かれる。
◆道徳科のグループ
低「友情、信頼」
教材：2年 わけっこしよう



4  道徳科と道徳教育を同時間に扱う指導の実際

③ 友達と遊びを通してかかわり合うグループ
（遊びの指導） 「友情、信頼」



4  道徳科と道徳教育を同時間に扱う指導の実際

④ 最後は一緒になって
それぞれのグループが
何を行い、話し合ったかを
報告する。



5  まとめ

授業に子供を合わせるのではなく、
子供に授業を合わせること。

◆「教科等別の指導」の形態により「道徳科」を実施する場合
指導案は個への具体的な支援が分かるものにする。

⇒通常の学級の指導案とは異なる様式と記入になる。
①年間授業時数及び単位時間は実態に即して適切に定める。
②内容項目を選択し、重点化を図る。
③実態に応じて下学年の内容項目や教材を扱う。
④ねらいは、実態と指導目標に即して個別の道徳性の育成を
目指す。



5  まとめ

⑤実態によっては学習集団をグループ化し、各々に適した内容
項目と教材を扱い、個々の道徳性を高める。

⑥授業は道徳科の特質を踏まえるとともに、一人一人に応じた
具体的な支援を構想し、実施する。

◆「各教科等を合わせた指導」の形態により、道徳教育として
指導する場合 ※教科や自立活動などを通して指導する場合もある

①指導計画には重点化により選択された内容項目を関連する
活動ごとに位置付ける。 ※指導案には明示すること。

②活動場面で育成を目指す個々の道徳性を明確にし、個への
具体的な支援を構想する。 ※指導案には明示すること。

③指導に当たっては、学習の中で一人一人のねらいに照らして
見られる好ましい姿を称賛し、個々の道徳性を育む。



5  まとめ

◆「教科等別の指導」と「各教科等を合わせた指導」を同時間に
並行して行う場合

○単一学級や複数学級において、道徳科の授業が行える児童・
生徒や、それが困難な児童・生徒が混在していることもある。

○その場合は、学級の枠を取り払ってグループ化し、一つでは
道徳科を行い、他では「各教科等を合わせた指導」などにより、
道徳教育として道徳性を育むなど柔軟に対処する。

特別支援教育は「個に応じた指導」を原則とする。
児童・生徒の実態に即して指導の形態や内容項目などを選択し、
指導に当たっては個別の具体的な支援を図ることが重要である。


